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Hi-netおよびKiK-net記録の地震波干渉法解析と波動伝播計算に基づく地震波速度
変化の深さ推定
Estimation of velocity change depth from wave-propagation simulation and interferomet-
ric analysis of Hi-net and KiK-net
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Hi-netと KiK-netとは同一の観測サイトに併設されているため、双方の観測記録に地震波干渉法解析を施し、その結果
を比較することにより、地震波速度変化の深さ依存性を検出できると考えられる。この考えに基づき、本研究では、妙高
高原観測点（N.MKGH/NIGH17）の Hi-net速度計で取得された雑微動記録の自己相関関数（ACF）と、KiK-net強震計で
取得された地震波記録の地表地中間デコンボリュージョン関数（DCF）とを併用し、2014年 11月 22日に発生した長野
県北部の地震（MW 6.3）に伴う地震波速度変化の深さ依存性を調査した。地震波干渉法解析の結果、本震発生から一週
間の期間内において、Hi-net記録の ACFからは 1-2%、KiK-net記録の DCFからは 3-4%の速度低下率をそれぞれ検出し
た。この速度低下率の違いは、KiK-net記録の DCFが地表-地中観測点間（深さ 0-150 m）の速度変化のみを検出するの
に対し、Hi-net記録の ACFはより広い範囲の平均的な速度変化を検出するために生じると考えられる。次に、深さ 0m
から 150mまでの地震波速度を KiK-netで観測された速度低下率と同じく 3%低下させた場合の ACFの変化を、差分法
による２次元波動伝播計算により調べた。解析に用いる速度構造は、地震波トモグラフィにより得られた妙高高原観測
点周辺の深さごとの速度平均値にランダムな速度揺らぎを足し合せて作成した。トモグラフィの分解能がない 2.5km以
浅については、最上層の速度が VP =4.0km/sおよび VS=2.0km/sの場合（モデル１）と VP =3.0km/sおよび VS=1.0km/s
の場合（モデル２）について、トモグラフィ結果と滑らかにつながるように速度を補間して作成した。震源および観測
点は深さ 150mの同位置とし、速度変化に伴う計算波形の位相変化をストレッチング法により調べた。計算の結果、計算
波形から検出された速度低下率はモデル１とモデル２についてそれぞれ平均 0.7%および 1.2%となった。妙高高原観測点
の検層記録によると、深さ 0mから 150mまでの平均地震波速度は VP =1.8km/sおよび VS=0.6km/sであり、モデル２で
採用した最上層の速度よりも遅い。したがって、実際の速度構造を用いた計算では 1.2%以上の速度低下が見込まれる。
この結果は、Hi-net記録の ACFから検出された速度低下率の半分以上が 150m以浅での速度低下によって説明可能であ
ることを示唆する。
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